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分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

・平成27年度の①経常収支比率は、100％を超え黒
字経営であった。動力費や支払利息等の減により経
常費用が減少した一方で、雨水処理負担金や下水道
使用料等の減少により経常収益が減少したため、ほ
ぼ横ばいの経常収支比率となった。全国及び類似団
体区分の平均値と比べ経常収支比率はやや低い水準
にとどまっているが、累積欠損金が生じることがな
いよう安定した経営を引き続き維持していく。
・③流動比率は、平成26年度と比べ7.9％上昇し、
全国及び類似団体区分の平均値と比べても高い水準
であるが、更に支払能力を高めるべく経営改善を図
る。
・④企業債残高対事業規模比率は全国及び類似団体
区分の平均値と比べても低いことから適切な投資規
模といえるが、今後も適切な水準を維持していく必
要がある。
・下水道使用料が減少したものの、それを上回る割
合で汚水処理費が下がったことで⑤経費回収率が上
昇し、⑥汚水処理原価も全国及び類似団体区分の平
均値より低くなった。⑦施設利用率は全国及び類似
団体区分の平均値を下回っているが、今後も経費に
ついて不断の節減に努め、また⑧水洗化率について
も更なる向上に努める。
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法適用 下水道事業 公共下水道 Ac1 378,485 261.86

経営比較分析表
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⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

【108.23】 【4.45】 【57.41】 【763.62】

【94.73】【60.01】【139.70】【98.53】

※　「経常収支比率」、「累積欠損金比率」、「流動比率」、「有形固定資産減価償却率」及び「管渠老朽化率」については、法非適用企業では算出できないため、法適用企業のみの類似団体平均値及び全国平均を算出しています。
※　平成23年度から平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、企業債残高対事業規模比率、管渠老朽化率及び管渠改善率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

全体総括

・平成27年度決算は平成26年度に引き続き経常黒字
となったが、今後も人口減少、節水機器の普及等に
より、厳しい経営環境が続くことが予想される。老
朽化した施設の長寿命化や更新投資も必要なことか
ら、国庫補助金等の獲得、水洗化率の向上等による
収入の確保に努めるとともに、事業運営の効率化等
による総コストの縮減を図り、更なる経営安定化
と、事業の着実な推進を目指す。

「施設全体の減価償却の状況」 「管渠の経年化の状況」 「管渠の更新投資・老朽化対策の実施状況」

2. 老朽化の状況について

・③管渠改善率は昨年と同値の0.06％であり、全国
及び類似団体区分の平均値と比べ低い水準となって
いる。本市の下水道事業は処理場を有する全国4番
目の都市として、昭和10年に野田処理場が運転を開
始した歴史を有し、①有形固定資産減価償却率や②
管渠老朽化率がともに全国及び類似団体区分の平均
値と比べ高く、老朽化した資産・管渠を多く保有し
ている。耐震診断に基づく施設の耐震化や老朽化し
た施設の計画的な更新と適切な維持管理による長寿
命化を図ることが重要な課題となっている。「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「使用料対象の捕捉」

2. 老朽化の状況
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①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)
【36.85】 【4.56】 【0.23】


